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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

　
１
月

１３
日
（
土
）
、
教
育
委
員
会
主
催

「
第

１２
回
黒
潮
町
少
年
駅
伝
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
外
か
ら
男
子
の
部

２２
チ
ー
ム
、

女
子
の
部

１５
チ
ー
ム
、
オ
ー
プ
ン
チ
ー

ム
２
チ
ー
ム
、
オ
ー
プ
ン
参
加
を
合
わ

せ
て
３
０
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
佐
賀
中
学
校
を
ス
タ
ー
ト
し
佐
賀
地

域
を
周
回
す
る
６
区
間
７
・
７
キ
ロ
の

コ
ー
ス
で
、
周
辺
に
は
声
援
を
送
ろ
う

と
保
護
者
や
地
域
住
民
が
駆
け
つ
け
ま

し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
坂
本
勝
教
育
長
よ
り

「
力
を
出
し
切
っ
て
走
っ
て
欲
し
い
」

と
の
激
励
が
送
ら
れ
た
後
、
選
手
を
代

表
し
て
伊
与
喜
小
学
校
６
年
生
・
西
山

桜
さ
ん
が
選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　
児
童
ら
は
、
寒
さ
に
負
け
ず
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
、
全

力
で
競
技
に
挑
ん
で
い
ま
し
た
。

　
孫
が
初
め
て
参
加
す
る
と
い
う
女
性

は
「
最
後
ま
で
頑
張
り
、
マ
ラ
ソ
ン
を

通
じ
て
成
長
し
て
く
れ
れ
ば
」
と
声
援

を
送
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
児
童
ら
は
「
チ
ー
ム
プ
レ

ー
の
良
さ
が
活
き
て
結
果
が
残
せ
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

【
男
子
の
部
】

１
位
　
大
月
小
学
校
Ａ

２
位
　
中
村
小
駅
伝
ク
ラ
ブ

３
位
　
佐
賀
小
学
校
Ａ

４
位
　
具
同
小
学
校

５
位
　
中
村
南
小
学
校

６
位
　
東
山
小
学
校

【
女
子
の
部
】

１
位
　
大
月
小
学
校
Ａ

２
位
　
東
山
小
学
校

３
位
　
中
村
小
駅
伝
ク
ラ
ブ

４
位
　
中
村
南
小
学
校

５
位
　
具
同
小
学
校

６
位
　
下
田
小
学
校

【
区
間
賞
・
男
子
】

▼
１
区
／
１
・
５
㎞

　
松
田
優
斗
（
中
土
佐
ガ
ッ
ツ
）
５
分

０４
秒

▼
２
区
／
１
・

２５
㎞

　
立
石
恭
平
（
中
村
小
駅
伝
ク
ラ
ブ
）

４
分

３３
秒

▼
３
区
／
１
・
１
㎞
 

　
永
森
葵
向
（
佐
賀
小
学
校
Ａ
）４

分
２１
秒

▼
４
区
／
１
・

２５
㎞

　
有
元
大
地
（
大
月
小
学
校
Ａ
）４

分
４１
秒

▼
５
区
／
１
・
１
㎞
 
 
 

　
金
子
飛
鳥
（
具
同
小
学
校
）
４
分

２７
秒

▼
６
区
／
１
・
５
㎞

　
谷
中
恒
太
（
中
村
小
駅
伝
ク
ラ
ブ
）

　
５
分

０３
秒

【
区
間
賞
・
女
子
】

▼
１
区
／
１
・
５
㎞

　
細
川
美
彩
輝
（
三
崎
小
学
校
）５

分
３４
秒

▼
２
区
／
１
・

２５
㎞
　
　

　
桑
原
海
夕
（
中
村
小
駅
伝
ク
ラ
ブ
）

５
分

０１
秒

▼
３
区
／
１
・
１
㎞
　

　
田
渕
ひ
な
た
（
三
浦
小
学
校
）４

分
４２
秒

▼
４
区
／
１
・

２５
㎞

　
今
村
雛
野
（
大
月
小
学
校
Ａ
）５

分
１０
秒

▼
５
区
／
１
・
１
㎞

　
有
光
菜
穂
子
（
中
村
南
小
学
校
）

４
分

２０
秒

▼
６
区
／
１
・
５
㎞

　
中
田
　
莉
子
（
大
月
小
学
校
Ａ
）

５
分

４７
秒

【
町
内
上
位
入
賞
者
】

▼
男
子
の
部
・
３
位

　
佐
賀
小
学
校
Ａ

　
１
区
・
小
橋
ア
ユ
ム
　
　
５
分

１０
秒

　
２
区
・
浜
岡
心
　
　
　
　
４
分

５８
秒

　
３
区
・
永
森
葵
向
　
　
　
４
分

２１
秒

　
４
区
・
永
森
優
羽
　
　
　
４
分

５８
秒

　
５
区
・
川
闢
桜
介
　
　
　
４
分

４４
秒

　
６
区
・
敷
地
翼
　
　
　
　
５
分

３１
秒

▼
１
区
・
男
子
２
位

　
小
橋
ア
ユ
ム
（
佐
賀
小
学
校
Ａ
）

５
分

１０
秒

　
３
位
　
堀
蓮
斗
（
入
野
小
学
校
Ａ
）

５
分

１１
秒

▼
３
区
・
男
子
１
位

　
永
森
葵
向
（
佐
賀
小
学
校
Ａ
）４

分
２１
秒

▼
３
区
・
女
子
１
位

　
田
渕
ひ
な
た
（
三
浦
小
学
校
）４

分
４２
秒

第
12
回
黒
潮
町
少
年
駅
伝
大
会

声援を受けて走るランナー
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２
月
４
日
（
日
）
、
土
佐
西
南
大
規
模

公
園
に
て
、
小
学
校
１
年
生
か
ら
８３
歳

ま
で
の
総
勢
９３
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
第
１２

回
黒
潮
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
参
加
し
ま

し
た
。

▼
小
学
１
・
２
年
生
の
部
／
１
・
５
㎞

【
男
子
】

①
金
子
瑛
太
（
６
分
２７
秒
）
②
原
創
太
（
６

分
２７
秒
）
③
植
木
環
一
（
６
分
５３
秒
）

【
女
子
】

①
村
越
藍
（
８
分
０１
秒
）
②
町
田
美
月
（
８

分
３３
秒
）

▼
小
学
３
・
４
年
生
の
部
／
２
・
０
㎞

【
男
子
】

①
有
元
大
地
（
８
分
２８
秒
）
②
村
上
潤
弥

（
８
分
５７
秒
）
③
敷
地
奏
人
（
９
分
３
秒
）

【
女
子
】

①
大
家
心
優
（
９
分
３６
秒
）
國
見
苺
花
（
９

分
４４
秒
）
③
伊
芸
み
な
る
（
９
分
５３
秒
）

▼
小
学
５
・
６
年
生
の
部
／
３
・
０
㎞

【
男
子
】

①
酒
井
章
伍
（
１１
分
２２
秒
）
②
中
澤
虎
太

郎（
１２
分
０６
秒
）③
尾
闢
　
生（
１２
分
２８
秒
）

【
女
子
】

①
細
川
美
彩
輝
（
１２
分
２２
秒
）
②
金
子
愛
那

（
１３
分
４０
秒
）
③
有
光
菜
々
子
（
１３
分
４６
秒
）

▼
中
学
生
〜
３４
才
の
部
／
３
・
０
㎞

【
男
子
】

①
田
辺
真
喜
（
１０
分
０７
秒
）
②
田
中
智
也

（
１０
分
０８
秒
）
③
長
闢
海
弥
（
１０
分
１３
秒
）

【
女
子
】

①
竹
中
成
美
（
１５
分
５７
秒
）
②
池
田
愛
果

（
１６
分
０７
秒
）
③
岡
本
里
咲
（
１６
分
０９
秒
）

▼
３５
才
〜
５９
才
の
部
／
３
・
０
㎞

【
男
子
】

①
松
本
広
一
（
１３
分
５９
秒
）
②
田
中
伸
幸

（
１４
分
３４
秒
）
③
中
橋
正
和
（
１６
分
３３
秒
）

【
女
子
】

①
土
居
美
香
（
１３
分
３９
秒
）
②
井
上
る
み

の（
１４
分
２０
秒
）③
久
保
美
保（
１６
分
１０
秒
）

▼
６０
才
以
上
の
部
／
３
・
０
㎞

【
男
子
】

①
野
村
則
男
（
１２
分
５３
秒
）
②
中
村
和
廣

（
１３
分
１９
秒
）
③
金
子
富
太
（
１３
分
２７
秒
）

【
女
子
】

①
酒
井
澄
子
（
２６
分
４５
秒
）

▼
中
学
生
〜
３４
才
の
部
／
６
・
０
㎞

【
男
子
】

①
大
原
敦
（
２４
分
０４
秒
）
②
山
本
太
郎

（
２４
分
５４
秒
）
③
岡
闢
悠
真
（
２８
分
１９
秒
）

▼
３５
才
〜
５９
才
の
部
／
６
・
０
㎞

【
男
子
】

①
芝
崎
文
洋
（
２６
分
１５
秒
）
②
岡
闢
伸
一

（
２６
分
５６
秒
）
③
小
野
智
弘
（
２８
分
４４
秒
）

　
横
浜
解
放
ま
つ
り
が
１
月
２７
日
（
土
）、

佐
賀
町
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
２９
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
の
テ

ー
マ
は
「
解
放
運
動
の
熱
と
光
を
未
来

へ
」
。
午
前
の
部
で
は
、
人
権
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
る
中
山
洋
一
さ
ん
を
お

招
き
し
「
心
に
熱
と
光
を
求
め
て
」
と

題
し
て
弾
き
語
り
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
Ｓ
Ｉ
Ｎ
〜
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｒ
Ａ
〜
の

和
太
鼓
演
奏
や
、
佐
賀
保
育
所
に
よ
る

歌
や
太
鼓
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
の
部
で
は
、
佐
賀
中
学
校
吹
奏

楽
部
に
よ
る
演
奏
や
人
権
作
文
の
発
表
、

横
浜
解
放
子
ど
も
会
・
小
学
生
の
部
に

よ
る
人
権
劇
や
、
同
会
・
中
学
生
の
部

の
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
旧
横
浜
保
育
所
ホ
ー
ル
で
は
、

佐
賀
保
育
所
園
児
の
作
品
や
、
佐
賀
地

域
の
小
中
学
生
に
よ
る
俳
句
や
か
る
た

の
作
品
、
絵
画
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。

　　
「
２
０
１
８
大
方
人
権
ま
つ
り
」
が

２
月
３
日
（
土
）
、
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、「
平
」
〜
考
え
よ
う

自
分
た
ち
の
未
来
〜
を
テ
ー
マ
に
、
人

権
問
題
に
関
す
る
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
午
前
の
部
で
は
、
大
方
中
学
校
吹
奏

楽
部
の
演
奏
や
小
中
学
生
に
よ
る
人
権

作
文
、
大
方
中
央
保
育
所
の
歌
や
踊
り

の
披
露
、
浜
松
解
放
子
ど
も
会
・
小
学

部
に
よ
る
音
読
や
歌
の
発
表
、
中
学
部

の
活
動
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
の
部
で
は
、
ジ
ェ
リ
ー
ビ
ー
ン

ズ
に
よ
る
「
不
登
校
だ
っ
た
僕
ら
の
声
」

と
題
し
た
人
権
コ
ン
サ
ー
ト
や
も
ち
投

げ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
方
あ
か
つ
き
館
で
は
、
保

育
園
所
園
児
や
大
方
地
域
の
小
中
学
生

に
よ
る
人
権
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
画
や

詩
、
作
文
な
ど
が
１
月
３１
日
か
ら
２
月

６
日
ま

で
展
示

さ
れ
ま

し
た
。

第
12
回
黒
潮
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
29
回
横
浜
解
放
ま
つ
り

2
0
1
8
大
方
人
権
ま
つ
り

人権劇の発表

園児による踊りの発表

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

疾走するランナー
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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

蒸
し
は
ぎ
・
へ
ぐ
り
体
験

　
１
月

１５
日
（
月
）
、
役
場
旧
庁
舎
に
て

幡
多
中
央
消
防
組
合
に
よ
る
合
同
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
の
は
、
四
万
十
消
防
署
・

黒
潮
消
防
署
・
西
土
佐
分
署
の
計

３４
人

で
、
耐
火
構
造
建
築
物
で
の
火
災
対
応

訓
練
を
行
い
、
技
術
の
向
上
や
活
動
内

容
の
見
直
し
を
す
る
目
的
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
訓
練
で
は
、
計
６
人
の
救
助
者
を
指

揮
隊
・
タ
ン
ク
隊
・
ポ
ン
プ
隊
・
救
助

隊
・
救
急
隊
の
５
つ
の
チ
ー
ム
で
連
携

し
て
速
や
か
に
救
助
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
疑
似
の
煙
を
出
す
ス
モ
ー
ク
マ
シ

ー
ン
や
呼
吸
器
な
ど
も
準
備
さ
れ
、
隊

員
ら
は
、「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
だ
か
ら
無

線
が
聞
こ
え
辛
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
り
、

建
物
を
使
用
し
た
訓
練
は
臨
場
感
も
あ

り
、
タ
イ
ミ
ン
グ
や
無
駄
な
作
業
な
ど

の
気
づ
き
も
多
か
っ
た
」
な
ど
、
実
際

の
建
造
物
を
使
っ
た
訓
練
の
機
会
に
、

緊
張
し

た
面
持

ち
で
参

加
し
て

い
ま
し

た
。

　
２
月

１５
日
（
木
）
、
幡
東
森
林
組
合
主

催
の
林
間
学
校
が
鈴
地
区
・
虎
杖
山
で

開
催
さ
れ
、
入
野
小
学
校
・
佐
賀
小
学

校
の
児
童
や
関
係
者
計

８４
人
が
枝
打
ち

な
ど
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
森
林
組
合
か
ら
枝
打
ち
や
間

伐
作
業
に
つ
い
て
の
説
明
や
、
の
こ
ぎ

り
を
使
用
す
る
際
の
注
意
点
な
ど
を
教

わ
っ
た
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
作

業
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

　
児
童
ら
は
、「
山
の
中
に
入
る
こ
と
も
、

の
こ
ぎ
り
を
使
う
こ
と
も
初
め
て
」
と

当
初
は
戸
惑
っ
て
い
た
様
子
で
し
た
が
、

作
業
が
進
む
に
つ
れ
「
や
り
方
が
わ
か

っ
て
き
た
か
ら
、
も
っ
と
や
り
た
い
」

と
林
間
学
校
を
楽
し
ん
だ
様
子
で
し
た
。

　
幡
東
森
林
組
合
の
吉
門
誠
さ
ん
は
、

「
今
回
の
体
験
場
所
は
、
過
去
に
先
輩

が
木
を
植
え
た
場
所
。
大
き
く
育
っ
た

木
を
見
て
何
か
感
じ
で
も
ら
っ
た
り
、

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
森
林
に
興
味
を

持
ち
、
林
業
に
親
し
み
を
覚
え
て
く
れ

た

ら

」
と

話
し
て
い

ま
し
た
。

　
１
月

２１
日
（
日
）
、
若
山
楮
和
紙
工
房

に
て
蒸
し
は
ぎ
体
験
が
行
わ
れ
、
ま
た
、

翌
週

２８
日
（
日
）
に
は
、
へ
ぐ
り
体
験
も

実
施
さ
れ
、
町
内
の
小
学
１
年
〜
６
年

生
の
児
童
や
一
般
参
加
を
あ
わ
せ
、
計

２
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
蒸
し
は
ぎ
体
験
に
参
加
し
た
児
童
ら

は
、
蒸
し
あ
が
っ
た
ば
か
り
楮
の
匂
い

に
歓
声
を
上
げ
て
束
を
受
け
取
り
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
作
業
を

進
め
ま
し
た
。

　
今
回
で
３
回
目
と
い
う
児
童
は
、「
だ

ん
だ
ん
や
り
方
が
わ
か
っ
て
き
て
、
上

手
に
な
っ
て
き
た
」
と
作
業
の
感
覚
を

つ
か
ん
だ
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
体
験
イ
ベ
ン
ト
は
「
若
山

楮
和
紙
工
房
」
の
完
成
セ
レ
モ
ニ
ー
も

か
ね
て
行
わ
れ
、
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

佐
賀
北
部
活
性
化
推
進
協
議
会
・
大
石

正
幸
会
長
よ
り
「
皆
さ
ん
の
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
の
も
と
完
成
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
施
設
が
橘
川
に
あ
っ
て

良
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
場
所
を
目
指
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
体
験
後
に
は
、
地
域
で
活
動
を
行
っ

て
い
る
高
知
大
学
地
域
協
働
学
部
の
学

生
６
人
が
、
地
元
の
食
材
を
メ
イ
ン
と

し
た
い
の
し
し
汁
を
１
０
０
食
用
意
し
、

参
加
し
た
児
童
や
地
域
住
民
に
ふ
る
ま

い
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か

に
も
、
佐
賀

北
部
集
落
活

動
セ
ン
タ
ー
・

食
部
会
の
出

店
も
あ
り
、

手
作
り
お
で

ん
や
新
発
売
の
「
さ
が
谷
み
そ
」
な
ど

が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
へ
ぐ
り
体
験
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
高
知

大
学
地
域
協
働
学
部
の
学
生
や
地
域
住

民
ら
が
へ
ぐ
り
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　
体
験
に
参
加
し
た
同
学
部
２
年
生 

和

田
安
友
菜
さ
ん
は
、「
力
を
入
れ
過
ぎ

る
と
駄
目
に
な
っ
て
し
ま
い
、
力
が
ゆ

る
過
ぎ
て
も
綺
麗
な
仕
上
が
り
に
な
ら

な
い
た
め
難

し
い
け
れ
ど
、

教
え
て
も
ら

い
少
し
上
手

に
な
っ
た
」

と
感
想
を
語

っ
て
い
ま
し

た
。

※
和
紙
の
原
料
と
な
る
楮
を
蒸
し
て
、

蒸
し
た
楮
の
皮
を
剥
ぐ
作
業
を
「
蒸

し
は
ぎ
」
、
蒸
し
は
ぎ
し
た
皮
の
黒

い
部
分
を
包
丁
で
削
ぐ
作
業
を
「
へ

ぐ
り
」
と
い
い
ま
す
。

旧
庁
舎
で
消
防
訓
練
の
実
施

第
29
回
林
間
学
校

枝
打
ち
・
間
伐
体
験

救助訓練の様子

枝打ち体験の様子

蒸しはぎ体験の様子へぐり体験の様子
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中
村
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協
議
会

よ
り
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
寄
贈
さ
れ
、
黒

潮
町
役
場
に
て
２
月
６
日
（
火
）
、
寄
贈

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
で
は
、
黒
潮
町
お
よ
び
四

万
十
市
の
自
動
車
事
故
軽
減
に
向
け
て
、

様
々
な
活
動
を
実
施
。
交
通
安
全
対
策

と
し
て
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
寄
付
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
そ
の
一
環
と
し
て
黒
潮
町
に

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
４
基
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
寄
贈
さ
れ
た
４
基
は
、
左
記
の
と

お
り
町
内
に
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

町
内
設
置
予
定
箇
所

・
大
方
橘
川
地
区
・
入
野 

錦
野
地
区

・
入
野 

芝
地
区
・
加
持
本
村
　

（
関
連
記
事
 

Ｐ
１７
）

　
２
月
９
日
（
金
）
、
前
ト
ン
ガ
王
国
大

使
・
沼
田
行
雄
さ
ん
の
講
演
会
が
、
大

方
あ
か
つ
き
館
・
佐
賀
中
学
校
の
両
会

場
で
開
催
さ
れ
、
大
方
中
学
校
、
佐
賀

中
学
校
の
生
徒
や
関
係
者
ら
約
３
０
０

人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
沼
田
さ

ん
は
２
０

１
５
年
５

月
か
ら
２

年
半
の
間
、

ト
ン
ガ
王

国
の
大
使

を
務
め
、
そ
の
間
に
実
施
さ
れ
た
「
ラ

ン
ド
セ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
縁
で
、

今
回
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
一
昨
年

１１
月

に
開
催
さ
れ
た
「
世
界
津
波
の
日

高
校

生
サ
ミ
ッ
ト

ｉｎ
黒
潮
」
に
同
国
の
高
校

生
が
参
加
し
た
こ
と
で
、
黒
潮
町
と
ト

ン
ガ
王
国
の
繋
が
り
が
生
ま
れ
、
婦
人

連
合
会
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
主
導
の
も

と
小
学
校
で
使
用
し
た
ラ
ン
ド
セ
ル
を

集
め
、
ト
ン
ガ
に
寄
贈
す
る
と
い
う
も

の
で
、
昨
年
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
講
演
で
は
、
日
本
と
同
国
の
繋
が
り

や
両
国
の
交
流
・
活
動
、
ト
ン
ガ
の
文

化
な
ど
が
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て
紹
介
さ

れ
、
沼
田
さ
ん
は
「
広
い
世
界
に
飛
び

出
し
、
世
界
で
活
躍
す
る
人
と
な
っ
て

ほ
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
黒
潮
町
と
ト
ン

ガ
の
末
永
い
交
流
が
繋
が
っ
て
い
け
ば
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
黒
潮
町
で
は
平
成

２３
年
度
よ
り
、
町

内
で
合
宿
を
行
う
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー

ツ
団
体
へ
の
支
援
を
行
う
な
ど
、
ス
ポ

ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を
し
て
き
ま

し
た
。

　
同
事
業
の
一
環
と
し
て
こ
の
程
、
黒

潮
町
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
ゴ
ル
フ
）

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
今
後
の
ゴ

ル
フ
合
宿
受
け
入
れ
を
増
加
さ
せ
る
た

め
の
本
格
的
な
誘
致
活
動
を
開
始
し
ま

し
た
。

　
活
動
で
は
、
ゴ
ル
フ
部
の
あ
る
四
国

内
の
高
校
に
呼
び
か
け
を
行
い
、
意
見

交
換
を
行
う
目
的
で
１
月

２７
日
（
土
）
、

土
佐
ユ
ー
ト
ピ
ア
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
「
四
国
高
等
学
校
ゴ
ル
フ
サ
ミ
ッ
ト

ｉｎ
黒
潮
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
サ

ミ
ッ
ト
で
は
、
合
宿
地
を
選
ぶ
際
の
ポ

イ
ン
ト
や
補
助
金
制
度
の
改
善
点
な
ど
、

活
発
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
今
後
の

よ
り
効
果
的
な
誘
致
活
動
へ
の
一
歩
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
誘
致
活
動
の
推
進
は
四
国
の

み
な
ら
ず
関
西
圏
に
も
渡
り
、
２
月

１８

日
〜

２３
日
に
は
同
志
社
大
学
・
体
育
会

ゴ
ル
フ
部
が
黒
潮
町
を
訪
れ
、
合
宿
を

行
い
ま
し
た
。
同
ゴ
ル
フ
部
の
長
田
敬

市
監
督
は
「
気
候
も
温
暖
で
、
誘
致
活

動
に
は
熱
気
を
感
じ
た
。
今
後
は
関
西

圏
に
あ
る
他
の
大
学
に
も
声
掛
け
を
す

る
な
ど
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
、

今
後
の
当
町
で
の
合
宿
に
前
向
き
な
姿

勢
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
黒
潮
町
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
ゴ

ル
フ
）
実
行
委
員
会
の
植
田
雄
二
事
務

局
次
長
は
今
後
の
合
宿
誘
致
に
つ
い
て
、

「
来
年
度
は

１０
団
体
の
受
け
入
れ
を
目

標
に
励
み
た
い
」
と
話
し
、
さ
ら
な
る

黒
潮
町
の
活
性
化
に
意
気
込
み
を
表
し

ま
し
た
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

前
ト
ン
ガ
王
国
大
使
来
町
講
演

ゴ
ル
フ
合
宿
誘
致
で
地
域
振
興
を

寄贈式の様子。田辺佳雄会長（右）

初開催となった同ゴルフサミット

講演会の様子

まちのできごとまちのできごとまちのできごと
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力
を
合
わ
せ
て

5
年
生
を
ふ
り
返
っ
て

くろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュース
町内児童・生徒が、身の回りのできごとなどをお伝えするコーナーです。

　
わ
た
し
が
５
年
生
を
ふ
り
返
っ
て
１
番
の
思

い
出
は
、
宿
泊
研
修
で
す
。
１
班
の
班
長
と
し

て
班
の
み
ん
な
を
引
っ
ぱ
る
こ
と
を
一
生
け
ん

命
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

　
宿
泊
研
修
の
２
日
間
の
中
で
、
わ
た
し
が
１

番
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

で
す
。
わ
た
し
が
地
図
を
見
て
、「
こ
っ
ち
」
な

ど
と
指
示
を
出
し
ま
し
た
。
ま
ち
が
え
て
し
ま

っ
て
も
、
班
の
み
ん
な
が
カ
バ
ー
し
て
く
れ
て

２
位
に
な
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
中
学
校

で
い
っ
し
ょ
に
な
る
人
と
交
流
で
き
て
、
他
の

小
学
校
に
も
た
く
さ
ん
友
だ
ち
が
で
き
ま
し
た
。

　
思
い
出
は
、
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

上
級
生
に
な
り
、
委
員
会
活
動
も
始
ま
っ
て
、

４
年
生
の
時
よ
り
も
大
変
に
な
り
ま
し
た
。

　
で
も
、
楽
し
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
水
泳
記
録
会
で
は
、
３
つ
の
賞
を
も
ら
っ

て
、リ
レ
ー
で
も
協
力
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
運
動
会
で
は
、
係
活
動
で
わ
た
し
は
採
点
係

を
や
り
、
大
変
だ
っ

た
け
ど
、「
み
ん
な
に

正
確
に
早
く
点
を
伝

え
た
い
」
と
ず
っ
と

思
っ
て
が
ん
ば
っ
た

の
で
、
と
て
も
や
り

が
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

（
入
野
小
学
校
　
５
年
　
秋
田
　
楓
）

わ
た
し
た
ち
の
人
権
学
習

　
今
、
私
た
ち
は
、
な
わ
と
び
大
会
に
向
け
て
、

体
育
の
時
間
や
業
間
運
動
の
時
間
に
、
長
な
わ

と
び
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

　
赤
組
と
白
組
に
分
か
れ
て
、
回
数
を
数
え
な

が
ら
と
ん
で
い
ま
す
。
１
年
生
は
、
ま
だ
ま
だ

連
続
で
は
と
べ
ま
せ
ん
が
、
４
年
生
に
押
し
て

も
ら
っ
た
り
、
先
生
た
ち
に
、「
せ
ー
の
っ
」
と

声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
り
、
い
っ
し
ょ
に
手
を

つ
な
い
で
と
ん
だ
り
し
な
が
ら
毎
日
練
習
を
し

て
い
ま
す
。
が
ん
ば
っ
て
練
習
し
て
い
る
の
で
、

少
し
ず
つ
と
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
調
子
で
、
ど
ん
ど
ん
練
習
を
し
て
で
き

る
だ
け
た
く
さ
ん
と
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
全
校
児
童
み
ん
な
で
協
力
し
て
１
年
生
を
助

け
な
が
ら
、
練
習
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
今
の
私
た
ち
の
目
標
は
、
連
続
で
５０
回
と
ぶ

こ
と
で
す
。
そ
の
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
に

が
ん
ば
っ
て
練
習
し
て
い
き
ま
す
。

（
伊
与
喜
小
学
校
　
５
年
　
森
田
　
真
凛
）

　
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
平
和
問
題
や
、

同
和
問
題
に
つ
い
て
学
習
し
て
き
ま
し
た
。

　
５
月
に
は
、
修
学
旅
行
で
平
和
記
念
公
園
を

見
学
し
ま
し
た
。
佐
々
木
さ
だ
子
さ
ん
の
像
の

所
に
、
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
お
り
づ
る
が
届

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
戦
争
は
、
生
き
る
権
利

が
う
ば
わ
れ
た
り
、
し
た
い
仕
事
が
選
べ
な
か

っ
た
り
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
人
権
問
題
だ
と
い

う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
社
会
科
の
歴
史
学
習
と
あ
わ
せ
て
学
習
し
た
、

し
ぶ
染
め
一
揆
で
は
、
差
別
を
う
け
て
い
た
人

が
、
も
っ
と
厳
し
い
差
別
を
受
け
る
よ
う
な
お

触
れ
が
出
さ
れ
た
と
聞
い
て
、
お
か
し
い
と
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
、
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
て
た

た
か
っ
た
と
こ
ろ
に
仲
間
づ
く
り
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
い
じ
め
や
差
別
を
見

過
ご
さ
ず
、
積
極

的
に
学
習
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ

と
学
び
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
黒
潮
町
に

な
る
よ
う
に
、
学

習
し
て
い
き
た
い

で
す
。

（
佐
賀
小
学
校
　
６
年
生
一
同
）

声を掛け合いながら

ウォークラリーにて

修学旅行で語り部さんと

回数を数えながら

り
ん

か
え
で

ま
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健

知

袋

康

恵

マ
ダ
ニ
に
よ
る
感
染
症
に
注
意

　
マ
ダ
ニ
の
多
く
は
春
か
ら
秋
に
か
け

て
活
動
が
活
発
に
な
り
、
マ
ダ
ニ
が
媒

介
す
る
ウ
イ
ル
ス
性
感
染
症
「
重
症
熱

性
血
小
板
減
少
症
候
群
（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）
」

が
増
加
し
ま
す
。

　
発
症
す
る
と
重
症
化
す
る
こ
と
も
多

く
、
有
効
な
治
療
法
も
ワ
ク
チ
ン
も
な

い
た
め
感
染
予
防
が
特
に
重
要
で
す
。

　
　

◆
マ
ダ
ニ
と
は

 
マ
ダ
ニ
は
、
食
品
な
ど
に
発
生
す
る

コ
ナ
ダ
ニ
や
、
衣
類
や
寝
具
に
発
生
す

る
ヒ
ョ
ウ
ダ
ニ
な
ど
家
庭
内
で
生
息
す

る
ダ
ニ
と
は
種
類
が
異
な
り
ま
す
。

 
マ
ダ
ニ
類
は
固
い
外
皮
に
覆
わ
れ
た

比
較
的
大
型
（
吸
血
前
で
３
〜
４
㎜
）
の

ダ
ニ
で
す
。

 
主
に
森
林
や
草
地
な
ど
の
野
生
動
物

が
出
没
す
る
環
境
に
多
く
生
息
し
て
い

ま
す
が
、
民
家
の
裏
山
や
裏
庭
、
畑
、

あ
ぜ
道
な
ど
に
も
生
息
し
、
日
本
全
国

に
分
布
し
て
い
ま
す
。

◆
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群

　
 （

Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）
と
は

　
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
を
保
有
す
る
マ

ダ
ニ
類
に
咬
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
感

染
し
、
発
症
す
る
ウ
イ
ル
ス
性
感
染
症

で
す
。

【
好
発
時
期
】

　
春
か
ら
秋
（
５
月
〜
８
月
が
多
い
）

【
潜
伏
期
間
】

　
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
か
ら

６
日
〜
２
週
間

【
症
状
】

　
主
に
発
熱
や
消
化
器
症
状
（
食
欲
低

下
、
嘔
気
、
嘔
吐
、
下
痢
、
腹
痛
）
が

出
現
し
、
時
に
頭
痛
、
筋
肉
痛
、
神
経

症
状（
意
識
障
害
、
け
い
れ
ん
、
昏
睡
）、

呼
吸
器
症
状（
咳
な
ど
）、
出
血
症
状（
紫

斑
）
を
お
こ
し
ま
す
。
致
死
率
は
、

６.３

〜
３０
％
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
予
防
に
つ
い
て

　
有
効
な
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
は
な
く
、
予

防
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
も
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

・
マ
ダ
ニ
の
活
動
が
盛
ん
な
春
か
ら
秋

に
か
け
て
注
意
す
る

・
草
む
ら
や
藪
な
ど
マ
ダ
ニ
が
多
く
生

息
す
る
場
所
に
入
る
時
は
、
長
袖
、

長
ズ
ボ
ン
、
足
を
完
全
に
覆
う
靴
、

帽
子
、
手
袋
を
着
用
し
肌
の
露
出
を

避
け
る

・
ダ
ニ
が
衣
服
の
中
に
入
ら
な
い
よ
う
、

首
に
タ
オ
ル
を
巻
い
た
り
、
シ
ャ
ツ

の
袖
口
は
軍
手
や
手
袋
の
中
へ
、
ズ

ボ
ン
の
裾
は
長
靴
の
中
へ
入
れ
る

・
屋
外
活
動
後
は
マ
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
て

い
な
い
か
確
認
を
す
る

・
感
染
者
の
血
液
、
体
液
、
排
泄
物
と

の
直
接
接
触
は
避
け
る

◆
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
し
ま
っ
た
ら

　
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
も
痛
み
や
痒
み

は
少
な
く
、
気
が
付
か
な
い
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。

　
吸
血
中
の
マ
ダ
ニ
に
気
が
付
い
た
ら

つ
ぶ
し
た
り
、
無
理
に
引
き
抜
い
た
り

せ
ず
に
医
療
機
関
で
処
置
を
受
け
て
下

さ
い
（
マ
ダ
ニ
を
無
理
に
取
り
除
こ
う

と
す
る
と
、
マ
ダ
ニ
の
一
部
が
皮
膚
内

に
残
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

　
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
ら
数
週
間
程
度

は
体
調
の
変
化
に
注
意
し
、
発
熱
な
ど

の
症
状
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
す
ぐ
に

医
療
機
関
で
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
蕁

４
３
―
２
８
３
６

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁

５
５
―
７
３
７
３

フタトゲチマダニタカサゴキララマダニ
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国保会計国保会計国保会計み
んなで

さ
さ
え
る

○お問い合わせ　本庁 住民課 国保係　　　　　　　　　蕁43－2800

　　　　　　　　佐賀支所 地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3112

～制度改正についてのお知らせ～
　平成３０年４月から国民健康保険の制度改正によって、変わること、変わらないことをお

知らせします。

～入院時食事代の自己負担額が変わります～
　入院をしたときは、食事代の一部を自己負担します。所得区分が「一般」の方は、平成28年

4月から「1食360円」となっていますが、平成30年4月より「1食460円」に変更されます。な

お、低所得の方については現状のままで変更はありません。

被保険者証などの様

式が変わります

《変わること》

高知県も国保の保険者になることにともない、被保険者証（保険証）

や限度額適用認定証などの様式が変更になります。

平成30年4月1日より、新様式に切り替わります。

入院したときの食事代（1食あたりの標準負担額）

国保の届出などの窓

口は変わりません

《変わらないこと》

市町村国保の財政運営のしくみは変わりますが、医療の受け方は変

わりません。

保険証の交付は黒潮町役場で行い、国保税の納付先や保険給付の

申請、各種届出の窓口についても、これまでどおり黒潮町役場で行

います。

国保の資格の取得・喪

失は都道府県単位に

なります

高知県内なら、引越ししても国保の資格は変わりません。

ただし、引越し先の市町村において、改めて被保険者証（保険証）が

交付されます。

高額療養費の多数回

該当が都道府県単位

で通算されるように

なります

高知県内の他市町村への転出などで、世帯の継続性が保たれてい

る場合には、平成30年4月以降の療養において発生した高額療養費

の多数回該当（※）の該当回数は引き継ぎ、通算されるようになり

ます。この通算により加入者の負担が軽減されます。

※高額療養費の多数回該当とは、過去12カ月間で高額療養費の対象となった月数が4

回以上となった場合、4回目から自己負担限度額が引き下げられる制度です。

区　　　　　　分 平成30年3月まで 平成30年4月より

一般（下記以外の人） 1食360円 1食460円

住民税非課税世帯

低所得蠡

過去1年間の入院が90日以内 1食210円 1食210円

過去1年間の入院が91日以上 1食160円 1食160円

低所得蠢 1食100円 1食100円

※住民税非課税世帯、低所得蠡・蠢の方は、医療機関の窓口で「標準負担額減額認定証」または「限度額適用・標準負担額

　減額認定証」の提示が必要です。
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介護予防事業について

介護保険広報シリーズ 143

イガ ド介護保険介護保険介護保険

【お問い合わせ】本　　庁　健康福祉課 保健衛生係　　蕁43－2836

【お問い合わせ】佐賀支所　地域住民課 保健センター　蕁55－7373

　黒潮町では、さまざまな介護予防事業を実施しています。ご興味のある方はお気軽にお問合せください。

■�地区ふれあいサロン
　閉じこもり予防、介護予防を目的とし、各種勉強会やレクリエーション、昼食会などを健康づくり

推進委員や地区ボランティアの協力のもと行っています。黒潮げんき体操や食生活改善推進員の伝達

講習会の場になるなど、高齢者の健康づくりの場になっています。

≪場所・日時≫各地区により異なります。詳しくは10ページの健康カレンダーを参照してください。

■�にこにこウォーキング
　入野松原をウォーキングコースにしてウォーキングを実施しています。

年間を通して継続した健康づくりができる場となっています。

≪日　　時≫毎週月曜日　午前10時から1時間程度

≪集合場所≫大方あかつき館

■�黒潮げんき体操
　転倒予防を目的とした筋力向上のための黒潮町オリジナルの体操です。地区ボランティアが主体と

なり、各集会所で実施しています。

≪日　　時≫各地区により異なります。

≪場　　所≫上川口浦、王迎、浮津、小川、早咲、田村、浜の宮、入野本村、錦野、芝、御坊畑、

　　　　　　上田の口、本谷、大方町民館

■�いきいき☆ロコクロ倶楽部
　下肢筋力・バランス・柔軟性を向上し転倒を防ぐことで、健康寿命の延伸を図ることを目的として

います。寝たきりにならない体づくりを目指す運動教室です。

　※4月以降は、日時・場所が変更になることがありますので、保健センターまでお問い合わせください。

■�健康づくり教室
　気軽に楽しく、どなたでも参加できる健康づくりとして、ラジオ体操、ストレッチ、曲に合わせた

ダンスなどを行っています。

≪日　　時≫毎月第1・3水曜日　午前10時～11時30分

≪場　　所≫保健福祉センター

■�訪問指導
　介護予防、閉じこもり・認知症予防を目的としてご家庭を訪問します。訪問をご希望の方・ご家族

の方は、下記までお問い合わせください。

　まだまだ寒い気候が続きます。つい家に閉じこもりがちになってしまいますが、介護予防・健

康づくりのために、多くの方のご参加をお待ちしています。

場　　所 保健センター あったかふれあいセンターさが

日　　時 11月～1月　毎週金曜日 通年　毎週火曜日
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健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

3
月
中
旬
か
ら
4
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
で
す
。

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
担
当
係
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

大方地域

3月 場　　　所 時　　　間内　　　容

16日（金） 早咲集会所 10：00～12：00早咲ふれあいサロン

19日（月） 鞭集会所 10：00～12：00鞭 ふ れ あ い サ ロ ン

20日（火） 大方橘川集会所 9：30～10：30大 方 橘 川 健 康 相 談

22日（木） 上川口郷集会所 9：30～12：00上川口郷ふれあいサロン

28日（水） 新町集会所 10：00～12：00町 ふ れ あ い サ ロ ン

4月 場　　　所 時　　　間内　　　容

5日（木） 灘集会所 10：00～11：00灘 健 康 相 談

佐賀地域

4月 場　　　所 時　　　間内　　　容

3日（火） 市野々川集会所 9：30～13：00市野々川ふれあいサロン

9日（月） 藤縄集会所 10：00～13：00藤縄ふれあいサロン

11日（水） 伊与喜集会所 10：00～13：00伊与喜ふれあいサロン

3月 場　　　所 時　　　間内　　　容

19日（月） 馬地集会所 9：30～11：00馬地ふれあいサロン

4日（水） 総合センター
13：00～13：40
（受付時間）

乳児・１歳６ヶ月児健診

○お問い合わせ　本庁 健康福祉課 保健衛生係　　　　蕁43―2836

　　　　　　　　佐賀支所 地域住民課 保健センター　蕁55―7373

　
み
な
さ
ん
の
献
血
が
医
療
を
支
え
て

い
ま
す
。
献
血
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
血
液
は
、
栄
養
や
酸
素
の
運
搬
、
免

疫
な
ど
人
間
の
生
命
を
維
持
す
る
た
め

に
不
可
欠
で
す
。
現
在
、
血
液
の
機
能

を
完
全
に
代
替
で
き
る
手
段
は
な
い
た

め
、
医
療
に
お
い
て
輸
血
は
欠
か
す
こ

と
が
で
き
な
い
治
療
法
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
献
血
さ
れ
た
血
液
は
、
輸
血
用
血
液

製
剤
な
ど
に
な
り
、
次
の
よ
う
な
患
者

に
使
わ
れ
ま
す
。

・
が
ん
（
悪
性
新
生
物
）
の
患
者

・
外
科
手
術
な
ど
に
よ
っ
て
出
血
し
て

い
る
患
者

・
慢
性
貧
血
の
改
善
が
必
要
な
患
者

・
凝
固
因
子
の
欠
乏
に
よ
り
出
血
し
や

す
く
な
っ
た
患
者
　
な
ど

○
�お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所

　
地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
蕁

５
５
―
７
３
７
３

　
高
知
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　
　
蕁

０
８
８
―
８
３
３
―
６
６
６
６

み
な
さ
ん
の
献
血
が
医
療
を
支
え

て
い
ま
す

献血バスがやってきます
次の日程で献血バスがやってきます。

気軽にできるボランティアとして、献血にご協力をお願いします。

日　　時 時　　間 実施場所

3月22日（木）
10：00～12：00

13：15～16：30
本庁前

※バスでは400ml献血のみです。
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日 土月 火 水 木 金

1 31 2 3 1 2
午前 日 土外来診療 年始休み 外来診療 外来診療（池田先生）外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療
外来診療外来診療（伊与喜地区） 外来診療（矢野先生）

4 105 6 7 8 9
午前 日 土外来診療 時30分まで） 外来診療（池田先生）外来診療（矢野先生）

外来診療（矢野先生）

外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療
外来診療

11 1712 13 14 15 16
午前 建国記念日 土外来診療 外来診療（澤田先生）外来診療（11：00まで）外来診療（池田先生）

午後 日 土外来診療
外来診療 外来診療（矢野先生）

241918 20 21 22 23
午前 土外来診療 外来診療（澤田先生） 外来診療 外来診療（池田先生）外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療
外来診療（矢野先生）

外来診療

外来診療（澤田先生）
（伊与喜出張診療所）
14：30～16：00

外来診療（澤田先生）

外来診療（澤田先生）
（鈴出張診療所）
14：30～16：00

外来診療（澤田先生）
（伊与喜出張診療所）
14：30～16：00

外来診療（澤田先生）
（伊与喜出張診療所）
14：30～16：00

312625 27 28 29 30
午前 土外来診療 外来診療（澤田先生） 外来診療 外来診療（池田先生）外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療
外来診療（矢野先生）

【診療時間】午前9時30分～正午、午後2時～5時（記載がある場合はその時間まで）■拳ノ川診療所　3月の診療予定

【お問い合わせ】拳ノ川診療所　蕁55－7111

※当診療所は予約制となっています。初診の方や予約のない方はあらかじめ電話連絡をお願いします。当日の受付もできますので、

　どうぞご利用ください。　　　　　�     

※医師の都合により、診療日および診療時間が変更になる場合がありますので、あらかじめご了承ください。�    

※月曜日のみ診療時間が午後12時30分～2時（受付は午後1時50分まで）となっていますのでご注意ください。

※火曜日・木曜日・金曜日は、高知医療センター内科医師が診療しています。

月日（曜） 四万十市

四万十市立市民病院 蕁34－2126

大野内科 蕁37－5281

四万十市立市民病院 蕁34－2126

宿毛市　（0880）

筒井病院 蕁66－0013

いなげ胃腸科内科 蕁62－1113

大井田病院 蕁63－2101

四万十町　（0880）

くぼかわ病院 蕁22－1111

大西病院 蕁22－1191

大西病院 蕁22－1191

3/18（日）

21（水）

25（日）

四万十市立市民病院 蕁34－2126 川村内科クリニック 蕁66－29114/1（日）

四万十市立市民病院 蕁34－2126 聖ヶ丘病院 蕁63－214615（日）

吉井病院 蕁34－5005 幡多けんみん病院 蕁66－22228（日）

■当直医療機関

※当直医は、変更になる場合がありますので、あらかじめ確認してから受診してください。

外来診療（池田先生）

外来診療（澤田先生）
（鈴出張診療所）
14：30～16：00

成人の日

春分の日
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１
月
１４
日
（
日
）
に
「
平
成
３０
年
黒
潮

町
消
防
出
初
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
消
防
団

員
の
ほ
か
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
、
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
、
消
防
署
員
な
ど
関
係
者

が
黒
潮
消
防
署
に
集
ま
り
、
表
彰
式
や

消
防
車
両
の
点
検
な
ど
の
開
会
式
典
を

行
い
ま
し
た
。
　

　
式
典
後
は
、
上
田
の
口
地
区
の
蛎
瀬

川
で
一
斉
放
水
を
行
い
、
大
方
地
域
か

ら
佐
賀
地
域
へ
車
両
パ
レ
ー
ド
を
し
、

佐
賀
新
港
か
ら
佐
賀
庁
舎
ま
で
徒
歩
と

消
防
車
両
に
よ
る
分
列
行
進
を
行
い
ま

し
た
。

　
万
が
一
の
火
災
や
大
災
害
な
ど
に
備

え
、
地
域
の
防
災
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
消
防
関
係
機
関
と
と
も
に
今
年
の

活
動
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
黒
潮
町
消
防
団
は
、
今
年
も
地
域
の

安
全
・
安
心
を

支
え
る
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま

す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
１
月
２７
日
（
土
）
に
ふ
る
さ
と
総
合
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
陸
上
自
衛
隊
第
１４

音
楽
隊
に
よ
る
「
黒
潮
シ
ー
サ
イ
ド
コ

ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
、
約
３
０
０
人

が
来
場
し
ま
し
た
。

　
第
１４
音
楽
隊
は
、
香
川
県
善
通
寺
市

に
所
在
し
、
自
衛
隊
の
儀
式
、
隊
員
の

士
気
高
揚
の
た
め
の
演
奏
お
よ
び
四
国

４
県
を
中
心
と
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
年
間
１
０
０
回
を
超

え
る
演
奏
活
動
を
行
い
、
ま
た
、
学
生

に
対
す
る
演
奏
指
導
な
ど
幅
広
く
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
翌
日
に
は
、
大
方
中
学

校
に
お
い
て
、
町
内
中
学
校
お
よ
び
大

方
高
校
の
吹
奏
楽
部
へ
の
演
奏
指
導
や
、

本
庁
舎
に
お
い
て
黒
潮
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
１４
音
楽
隊
の
奥
津
猛
隊
長
は
、「
コ

ン
サ
ー
ト
や
演
奏
指
導
を
通
し
て
、
音

楽
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
自
衛
隊
の
活
動
を
知
り
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
自
衛
隊
に
興
味

を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
意
気
込
ん

で
い
ま
し
た
。

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
141

〜
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

○
お
問
い
合
わ
せ
 

【
本
庁
】
情
報
防
災
課 

消
防
防
災
係
　
蕁

4
3
―
2
1
8
8
　
　
【
佐
賀
支
所
】
地
域
住
民
課 
総
合
窓
口
第
１
係
 
蕁

5
5
―
3
1
1
3

平
成
３０
年
黒
潮
町
消
防
出
初
式

黒
潮
シ
ー
サ
イ
ド
コ
ン
サ
ー
ト

吹奏楽部の演奏指導 黒潮シーサイドコンサート

パレードの様子 開会式典
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日
本
に
住
ん
で
い
る

２０
歳
以
上

６０
歳

未
満
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
、

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保
障
だ

け
で
な
く
、
病
気
や
け
が
で
障
害
が
残

っ
た
と
き
や
、
家
族
の
働
き
手
に
万
が

一
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
に
、
あ
な
た

の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
加
入
の
届
出
を
し
て
い
な

い
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
な
ど
、

受
給
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
に

は
、
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。「
あ
の
時
に
手
続
を
し
て
い

れ
ば
…
」
と
後
悔
す
る
前
に
、
国
民
年

金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。（

２０
歳
前
に
就

職
し
て
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
中
の
方

は
、
加
入
手
続
は
不
要
で
す
。
）

　
な
お
、
学
生
の
方
や
、
収
入
が
少
な

く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

保
険
料
の
支
払
い
を
猶
予
・
免
除
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
加
入
手
続
お
よ
び
免
除
申
請
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
　
　
　
　
蕁

４
３
―
２
８
０
０

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
２
係蕁

５
５
―
３
７
０
１

　
日
本
年
金
機
構 

幡
多
年
金
事
務
所

蕁

３
４
―
１
６
１
６

　
認
知
症
介
護
家
族
の
座
談
会
は
、
認

知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
が
集

ま
り
、
日
々
の
介
護
の
戸
惑
い
、
悩
み
、

喜
び
な
ど
、
互
い
の
思
い
を
分
か
ち
合

う
集
い
で
す
。

　
介
護
を
し
て
い
る
人
の
思
い
や
体
験

談
な
ど
を
語
り
合

い
、
交
流
し
ま
せ

ん
か
。
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
　
３
月

２０
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前

１０
時
〜

１１
時

３０
分

◆
場
所
　
本
庁 

２
Ｆ
相
談
室

○
お
問
い
合
わ
せ

 
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁

４
３
―
２
２
４
０

　
佐
賀
支
所
で
は
、
正
午
か
ら
午
後
１

時
ま
で
は
昼
休
み
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

正
午
ま
で
に
、
お
電
話
で
請
求
の
申
し

出
を
い
た
だ
け
れ
ば
住
民
票
・
印
鑑
証

明
書
な
ど
の
証
明
書
は
交
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
来
庁
さ
れ
る
方
の
本
人
確

認
書
類
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
本
人
以

外
の
代
理
人
が
請
求
す
る
場
合
は
委
任

状
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
本
庁
で
は
、
昼
休
み
時
間
も
通
常
通

り
交
付
し
て
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
２
係蕁

５
５
―
３
７
０
１

　
高
知
県
教
育
委
員
会
主
催
「
高
知
県

わ
く
ド
キ
！
シ
ョ
ー
ト
コ
メ
ン
ト
コ
ン

テ
ス
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
推
薦

図
書
リ
ス
ト
ブ
ッ
ク
「
き
っ
と
あ
る
キ

ミ
の
心
に 

ひ
び
く
本
」
の
掲
載
図
書
か

ら
選
ん
だ
本
を
読
み
、
考
え
た
こ
と
や

感
じ
た
こ
と
を
伝
え
た
い
相
手
に
向
け

て
書
き
表
す
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
思
考
力

や
表
現
力
な
ど
の
向
上
を
図
る
た
め
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
黒
潮
町
の
小
中
学
校
で
、
計
８
校
４

４
０
人
が
取
り
組
み
、
そ
の
中
の
代
表

作
品

６６
点
を
応
募
し
ま
し
た
。
県
下
の

応
募
総
数
７
１
２
０
点
の
中
、
大
方
中

学
校
３
年
本
田
夏
帆
さ
ん
の
作
品
が
中

学
校
の
部
で
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

国
民
年
金
の
加
入
届
出
に
つ
い
て

〜
２０
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
〜

佐
賀
支
所 

昼
休
み
時
間
の
各
種
証

明
書
の
交
付
に
つ
い
て

平
成
２９
年
度
「
高
知
県
わ
く
ド
キ
！

シ
ョ
ー
ト
コ
メ
ン
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

金賞受賞の本田夏帆さん

認
知
症
介
護
家
族
の
座
談
会S

U
P

P
O

R T  C E N

T
E

R

人
が 元

気

黒潮町地域包括
支援センター
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「
第
１０
回
特
別
弔
慰
金
」
の
請
求
は

お
済
み
で
す
か

障
が
い
児
長
期
休
暇
支
援
事
業
の

利
用
に
つ
い
て

　
平
成

２７
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、「
恩

給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
、「
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族

年
金
」
な
ど
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
な

ど
の
妻
や
父
母
な
ど
）
が
い
な
い
場
合

に
、
最
優
先
順
位
の
遺
族
１
人
に
特
別

弔
慰
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
請
求
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
請
求

期
間
の
締
切
間
近
で
す
の
で
、
請
求
窓

口
で
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
支
給
対
象
者

　
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で

次
に
該
当
す
る
方

盧
平
成

２７
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔

慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

盪
戦
没
者
な
ど
の
子

蘯
戦
没
者
な
ど
の

　
①
父
母
　
②
孫
　
③
祖
父
母
　

　
④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
、
生
計
関

係
を
有
し
て
い
た
こ
と
な
ど
、
要
件

を
満
た
し
て
い
た
か
に
よ
っ
て
順
番

が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

盻
前
記
盧
か
ら
蘯
以
外
の
戦
没
者
な
ど

の
三
親
等
内
の
親
族（
甥
・
姪
な
ど
）

※
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続

き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て

い
た
方
に
限
り
ま
す
。

◆
支
給
内
容

　
額
面

２５
万
円

　
５
年
償
還
の
記
名
国
債

◆
請
求
期
間

　
平
成

３０
年
４
月
２
日
ま
で

◆
請
求
窓
口

・
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

・
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

総
合
窓
口

第
２
係

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

　
　
　
　
　
　
蕁
４
３
―
２
１
１
６

 
春
休
み
期
間
中
に
日
中
活
動
の
場
所

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
児
童
の
健
全
育

成
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
家
族
の
介

護
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
に
障

が
い
児
長
期
休
暇
支
援
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

◆
対
象
者

○
特
別
支
援
学
級
お
よ
び
特
別
支
援
学

校
在
学
中
の
方

○
在
宅
で
生
活
し
て
い
る

１８
歳
以
下
の

身
体
障
害
者
手
帳
か
療
育
手
帳
を
お

持
ち
の
方

○
１８
歳
以
下
の
発
達
障
害
（
自
閉
症
・

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
・
学
習
障
害
・

注
意
欠
如
／
多
動
性
障
害
な
ど
）
の

方
◆
期
間

　
３
月

２２
日
（
木
）
〜
４
月
６
日
（
金
）

　
土
日
休
み
　

◆
時
間

　
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時

３０
分

◆
内
容

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
音
楽
療
法

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
創
作
活
動

　
日
常
生
活
動
作
の
支
援

　
療
育
な
ど
支
援

◆
利
用
料
金
（
１
人
当
た
り
）

　
１
日
６
０
０
円

　
半
日
３
０
０
円

◆
開
催
場
所

　
大
方
誠
心
園

◆
持
参
す
る
も
の

　
昼
食

（
事
前
の
申
込
に
て
１
食
３
０
０
円

で
提
供
で
き
ま
す
。
）

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 
健
康
福
祉
課 

福
祉
係
　

蕁
４
３
―
２
１
１
６

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
い
て
い
る
皆

さ
ん
へ

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
に
つ
い
て
の

ご
相
談
を
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

　
「
正
社
員
と
同
じ
仕
事
を
し
て
い
る

の
に
、
パ
ー
ト
と
い
う
だ
け
で
待
遇
が

大
き
く
違
っ
て
い
る
が
…
」「
賃
金
が

正
社
員
に
比
べ
て
低
く
、
働
き
、
貢
献

に
見
合
っ
た
処
遇
が
な
さ
れ
て
い
な
い
」

な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
匿
名
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
労
働
局 

雇
用
環
境
・
均
等
室

　
蕁
０
８
８
―
８
８
５
―
６
０
４
１



広報くろしお  №144　2018（平成30）年3月号澎

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
黒
潮
町
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

自
主
放
送
（
Ｉ
Ｗ
Ｋ
Ｔ
Ｖ
）
内
の
デ
ー
タ

放
送
上
で
、
申
出
が
あ
っ
た
方
を
対
象

に
「
お
く
や
み
情
報
」
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

◆
届
出
方
法

　
デ
ー
タ
放
送
へ
の
情
報
掲
載
希
望
の

方
は
、「
お
く
や
み
情
報
掲
載
に
か
か

る
申
出
書
※
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
本
庁
・
佐
賀
支
所
窓
口
へ
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
受
付
時
間
　
平
日
午
後
４
時
ま
で

※
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
お
よ
び
国
民
の
休

日
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
な
お
、
情
報
掲
載
に
つ
き
ま
し

て
は
希
望
さ
れ
る
情
報
の
み
掲
載
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。（
左
の
例
を
参
考
に
）

※
申
し
込
み
用
紙
設
置
場
所
（
本
庁
住

民
課
・
佐
賀
支
所
地
域
住
民
課
・
ベ

ル
モ
ニ
ー
葬
祭
中
村
・
Ｊ
Ａ
高
知
は

た
中
村
葬
祭
会
館
・
ド
リ
ー
マ
ー
中

村
会
館
・
植
田
葬
儀
社
）

◆
お
く
や
み
情
報
の
表
示

　
テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン
で

１１
チ
ャ
ン
ネ

ル
（
黒
潮
町
自
主
放
送
Ｉ
Ｗ
Ｋ
Ｔ
Ｖ
）
か

ら
ｄ
ボ
タ
ン
を
選
ぶ
と
サ
ン
プ
ル
画
面

に
な
り
ま
す
。（
新
し
い
情
報
に
は
「
更

新
」
と
赤
字
で
掲
載
さ
れ
ま
す
）

　
そ
の
後
、
お
く
や
み
欄
の
選
択
で
情

報
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

※
お
く
や
み
情
報
の
ご
利
用
は
黒
潮
町

光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
で
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
黒
潮
町
光
ケ
ー
ブ
ル

拠
点
設
備
の
機
器
改
修

に
よ
り
Ｉ
Ｗ
Ｋ
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
が

各
地
区
下
記
表
の
時
間

帯
で
一
時
使
用
不
可
に

な
り
ま
す
。

　
ご
不
便
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

 
本
庁 

情
報
防
災
課

　 

情
報
推
進
係

 
蕁

４
３
―
２
１
８
８

光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

薔

０
８
０
０
―
２
０

０
―
１
３
７
３

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

各地区サービス停止時間帯表

作業日 時間 対象地区

3月2日（金）

（深夜）1：00

（早朝）4：00

（予定）

黒
潮
町
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

お
く
や
み
情
報
掲
載
に
つ
い
て

データ放送上での掲載例

IWKTV データ放送サンプル画面

故 ： 黒潮　太郎

故　黒潮　太郎 儀

2018年1月16日逝去　94歳

喪主（長男）黒潮　次郎 様

通夜：1月18日（木）       18：30～

葬儀：1月19日（金）開式 10：30～

　　　　　　　　 出棺 10：30～

式場：通夜、葬儀ともに黒潮斎場会館

（黒潮町入野９６４０番地）電話：４３－９６４０

鞭（一部と弘野団地）、小川、田村、加持本村、本谷、大屋敷、大井川、早咲、

浜の宮、町、入野本村、万行、錦野、芝、下田の口（一部）

3月6日（火）
緑野、田野浦、下田の口、上田の口、下馬荷、中馬荷、福堂、大方橘川、御坊

畑、出口

3月7日（水）
伊田浦、伊田郷、有井川、上川口浦、上川口郷、王迎、王無、蜷川、仲分川、伴

太郎、米原、浮津、鞭、口湊川、奥湊川、灘（一部）

3月8日（木）
鈴、坂折、小黒ノ川、熊野浦、上分、下分、馬地、町分、浜町、大和田、明神、会

所、横浜、白濱、灘

3月9日（金）
市野瀬、佐賀橘川、拳の川、拳ノ川団地、荷稲、川奥、小黒ノ川、中ノ川、不破

原、市野々川団地、市野々川、伊与喜、熊井、藤縄、上分（一部）

～
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
停
止
の
お
知
ら
せ
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

平成29年度黒潮町戦没者追悼式送迎バス運行予定表　3月24日（土）

※上記以外に、馬荷・田の口方面、もしくは奥湊川方面へも送迎しますので、お申し込みください。

市野瀬 発 鈴 発 出口 発 灘 発

発車時刻乗降場所 発車時刻乗降場所 発車時刻乗降場所 発車時刻乗降場所

8時48分市野瀬バス停 8時45分鈴市場前 9時00分出口 9時00分灘バス停

8時50分佐賀橘川バス停 9時05分旧熊野浦集会所 9時10分田野浦漁協 9時10分伊田バス停

8時53分拳ノ川（お宮） 9時15分幡多信用金庫佐賀支店前 9時20分下田の口 9時12分伊田

8時57分荷稲（お宮） 9時17分横浜バス停

↓

9時25分芝バス停 9時15分有井川バス停

9時00分小黒ノ川バス停 9時30分本村バス停

↓

9時20分上川口郵便局

9時03分不破原バス停 9時25分浮津バス停

9時05分市野々川橋（国道沿い） 9時28分鞭バス停

9時07分伊与喜バス停 9時30分小川バス停

9時09分熊井バス停 9時33分早咲バス停

9時11分藤縄バス停 9時35分JA大方前

↓

9時13分上分

9時18分白濱バス停

↓

ふるさと総合センター（9時40分頃到着）

　
先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
を
追

悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、
黒
潮

町
戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。
今
年

度
は
、
３
月

２４
日（
土
）に
大
方
地
域
で

開
催
し
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
町
内
各
地
か
ら
送
迎
バ
ス
が
出
ま
す

の
で
、
ご
利
用
希
望
の
方
は
左
記
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　
３
月

２４
日（
土
）

　
受
付 

午
前
９
時
〜  

式
典 

午
前

１０
時
〜

◆
場
所
　
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ

 
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

蕁

４
３
―
２
１
１
６

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 
総
合
窓
口
第
２
係

　
　
　
蕁

５
５
―
３
１
１
２

平
成
２９
年
度
黒
潮
町
戦
没
者
追
悼
式

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
「
開
発
途
上
国
の
経

済
・
社
会
の
発
展
、
復
興
へ
の
寄
与
」

「
異
文
化
社
会
に
お
け
る
総
合
理
解
の

進
化
と
共
生
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験

の
社
会
還
元
」
を
目
的
に
、
世
界

７０
カ

国
以
上
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
技
術
・
経
験
を
開
発
途
上

国
で
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
応
募
資
格
　

・
青
年
海
外
協
力
隊
・
日
系
社
会
青
年

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
１
９
７
８
年
５
月
２
日
〜
１
９
９
８

年
１０
月
１
日
ま
で
生
ま
れ
の
日
本
国
籍

を
持
つ
方

・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
日
系

社
会
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
１
９
４
８
年
５
月
２
日
〜
１
９
７
８

年
５
月
１
日
ま
で
生
ま
れ
の
日
本
国
籍

を
持
つ
方

◆
応
募
期
間
　
４
月
２
日
〜
５
月
１
日

○
お
問
い
合
わ
せ

　
青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局

蕁

０
３
―
５
２
２
６
―
９
８
１
３

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
四
国

蕁

０
８
７
―
８
２
１
―
８
８
２
５

　
詳
し
く
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で

https://w
w

w
.jica.go.jp/volunteer/index.htm

l

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
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月日（曜） 行　　　　事　　　　名 場　　　所 時　間 お問い合わせ

黒潮町イベントカレンダー 2018（平成30）年3月
変更となる場合がありますので、詳しくは担当係にお問い合わせください。　

3/3（土）

企画振興係� 蕁43－2177

第28回あかつき賞表彰式 大方あかつき館

生涯学習係� 蕁43－0044

14：30

平成29年度

黒潮町駅伝大会兼四国のみち駅伝大会

土佐西南大規模公園

（佐賀～大方）
9：00

4（日）

春の宴

～田舎寿司作り＆そば打ち体験とともに～

応募締切：3月16日（金）

集落活動センター

であいの里蜷川
15：0024（土）

第12回黒潮町ジュニアバスケットボール大会 土佐西南大規模公園体育館 9：0011（日）

「感想画作品展」 大方あかつき館 14：30

　
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機

構
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
）
で
は
、
育
成
資
金
の

貸
付
や
介
護
料
の
支
給
を
行
っ
て
い
ま

す
。

◆
育
成
資
金
の
貸
付

　
自
動
車
事
故
が
原
因
で
保
護
者
が
亡

く
な
っ
た
り
、
重
度
の
障
害
を
残
す
こ

と
に
な
っ
た
家
庭
（
生
活
貧
困
家
庭
）
の

児
童
を
対
象
に
、
中
学
卒
業
ま
で
の
間
、

無
利
子
で
育
成
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

・
一
時
金
　

１５
万
５
千
円

・
入
学
支
度
金
　
４
万
４
千
円

・
月
額
　
１
万
円
ま
た
は
２
万
円

◆
介
護
料
の
支
給

　
自
動
車
事
故
が
原
因
で
重
度
の
後
遺

障
害
が
残
り
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

方
に
、
障
害
の
程
度
に
あ
わ
せ
て
介
護

料
を
支
給
し
ま
す
。

　
月
額
　
３
万
円
〜

１３
万
円

◆
友
の
会
入
会

　
育
成
資
金
の
貸
付
・
介
護
料
の
支
給

世
帯
を
友
の
会
の
活
動
や
交
流
会
に
招

待
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
独
立
行
政
法
人

 
自
動
車
事
故
対
策
機
構 

高
知
支
所

　
　
蕁

０
８
８
―
８
３
１
―
１
８
１
７

交
通
事
故
被
害
者
の
家
庭
を
サ
ポ
ー
ト

中
村
地
区
安
全
運
転
管
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幡多広域消費生活センター便り 架空請求ハガキは無視してください

困ったときは消費生活センターへ相談しましょう

　「民事訴訟管理センター」や「法務省管轄支局 国民訴訟通達センター」と名乗る機

関からハガキが届いたとして全国の消費生活センターなどに寄せられた相談が急増

しています。消費者に、過去に利用した業者への未払いがあると思わせ、それに関し

て「裁判所に訴状が提出された」「給与、動産物、不動産物の差し押え」などと脅して

不安にさせたうえで、訴訟取り下げなどについて相談するよう誘導しています。�   

【事例】

　「総合消費料金未納分訴訟最終通知書」というタイトルのハガキが届いた。ハガキには、連絡なき

場合は原告側の主張が全面的に受理され、裁判の処置として給与の差し押えをすると記載があった。

裁判取り下げ期日が迫っていたので電話をしたところ、「心配しないでいい、弁護士に電話しなさい」

と言われ、教えられた電話番号にかけると、弁護士を名乗る男性が出て、別の会社の電話番号を教

えられた。

　その会社に電話をすると恐ろしい口調で、コンビニでプリペイドカードを50万円分買い、電話する

ように指示された。10万円分は買ったが何かおかしいと思う。どうすればよいか。（60歳代 女性）�         

◆身に覚えのない請求には

1． 相手に連絡をしない�

　電話番号などの個人情報を教えてしまうことになります。絶対に連絡をしてはいけません。

2． 絶対に支払わない　　　

　1回支払うと次々と新たな請求が続きます。身に覚えのない請求に応じてはいけません。

3． 裁判所と思われる郵便物（ハガキではありません）が届いた場合は相談する

「裁判所からの支払い督促」や「少額訴訟の呼出状」と思われる場合は、書類の真偽の判断は難

しいので、放置せず、すぐに消費生活センターに相談しましょう。�　　　　　

4． 請求された内容について不明な点があったり、不安を持ったりした場合には、相手に

    連絡せず、また料金を支払う前に、まず消費生活センターに相談しましょう

　幡多広域消費生活センター

　【相談受付】

　　開催日時／月曜日～金曜日（祝祭日および年末年始を除く）

　　　　　　　午前9時～正午／午後1時～5時

　　蕁0880－34－6301　　蕭0880－34－6295

　　〒787－0012 四万十市右山五月町8番32号四万十市立働く婦人の家1Ｆ
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平成30年度国税専門官採用試験募集要項

陸・海・空 自衛官募集案内

■受験資格

　①昭和63年4月2日～平成9年4月1日生まれの者

②平成9年4月2日以降生まれの者で、大学を卒業した者および平成31年3月までに大学を卒

業する見込みの者、または、人事院が同等の資格があると認める者

■採用予定数

人事院ホームページに掲載します。なお、採用予定数は変動することがありますので、最新の

情報は人事院ホームページで確認してください。

■申込受付期間　

　3月30日（金）午前9時～4月11日（水）まで［受信有効］

　インターネット申込みをご利用ください。

　インターネット申込専用アドレス　http：//www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

　　

■試験日時

　【第1次試験】6月10日（日）

　  試験種目　・基礎能力試験（多肢選択式）　・専門試験（多肢選択式および記述式）

　  合格者発表日　7月3日（火）

　【第2次試験】7月11日（水）～7月19日（木）

　  ※詳しい日時は、第1次試験合格通知書で通知�

　  試験種目　・人物試験　　・身体検査

　  最終合格者発表日　8月21日（火）

■国税庁ホームページ採用案内ページ

　http：//www.nta.go.jp/soshiki/saiyo/saiyo02/shiken/test_02.htm

一般曹候補（非任期制）

受験資格 18歳以上27歳未満の男女

自衛官候補生（任期制）

受験資格 18歳以上27歳未満の男女

受付期間 年間を通じて受付中

受験資格 18歳以上34歳未満の男女

受付期間
第1回 3月1日 ～ 5月1日

受付期間
第1回 1月9日 ～ 4月6日

第2回 7月1日 ～ 9月7日 第2回 7月1日 ～ 9月14日

試験期日
第1回 5月8日

試験期日

第1回
4月14日 ～ 4月18日

上記の1日を指定されます

第2回
9月29日 ～ 10月2日

上記の1日を指定されます

第2回 お問い合わせください

予備自衛官補（一般）

自衛隊 高知地方協力本部 四万十地域事務所

〒787－0033 四万十市中村大橋通6－3－7 とらやビル3F　蕁0880－35－3096
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【現行】

量水器口径

基本料金（円／月） 超過料金（円／裙）
（超過使用水量1裙につき）

特例料金
使用水量
5裙まで

使用水量
10裙まで

使用水量
11～50裙

使用水量
51～100裙

使用水量
101裙

50013mm 900 120 120 120

50020mm 900 120 120 120

－25mm 950 120 125 125

－30mm 1,000 120 125 125

－40mm 1,100 125 130 135

－50mm 1,200 125 130 135

－75mm 1,300 125 130 135

【改定後】

量水器口径

基本料金（円／月） 超過料金（円／裙）
（超過使用水量1裙につき）

特例料金
使用水量
5裙まで

使用水量
10裙まで

使用水量
11～50裙

使用水量
51～100裙

使用水量
101裙

50013mm 1,170 156 156 156

50020mm 1,170 156 156 156

－25mm 1,235 156 162 162

－30mm 1,300 156 162 162

－40mm 1,430 162 169 175

－50mm 1,560 162 169 175

－75mm 1,690 162 169 175

改定後改定後

水道料金改定のお知らせ

● 水道料金の改定について

　老朽化している水道施設の更新や耐震化などの整備を子どもや孫の代まで先送りすることなく確実

に実施し、水道を安定的に供給するため、現行の水道料金収入を20％増額改定することになりました。

　ただし、1人住まいの高齢者世帯など少量利用者についての負担が重くならないよう、家庭用量水器

口径13mm・20mmの使用量5裙までの料金を

据え置くことにしています。この結果、一般的な家

庭の場合（口径13㎜使用水量20裙と仮定）、消費

税等別で月額2,100円が月額2,730円となり

630円の負担増となります。

（参考：全国平均水道料金は、3,215円、全国最高

水道料金は6,841円）

　改定時期は、平成30年5月1日検針分からとな

ります。

　生活に必要不可欠なライフラインを維持してい

くため、ご理解ご協力をお願いします。

※なお、今回は下水道使用料などの改定はありま

せん。

○お問い合わせ

　佐賀支所 建設課 水道係　蕁55－3700

〈水道給水工事指定店 当番一覧表〉

月

3

4

日

1～4

05～11

12～18

19～25

26～31

1

2～8

09～15

16～22

23～29

30

水 道 給 水 工 事 指 定 店

吉 本 水 道

中 村 住 設

前 田 電 工

クロシオライフラインサービス

吉 本 水 道

吉 本 水 道

中 村 住 設

前 田 電 工

クロシオライフラインサービス

吉 本 水 道

中 村 住 設

㈲ 弘 瀬 建 設

道 倉 水 道 工 務 店

㈱ 土 居 建 設

山 本 建 設 ㈱

㈲ 弘 瀬 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

道 倉 水 道 工 務 店

㈱ 土 居 建 設

山 本 建 設 ㈱

㈲ 弘 瀬 建 設

道 倉 水 道 工 務 店

野 村 企 画 設 備

拳 ノ 川 住 設

大方設備センター

平 野 住 設

野 村 企 画 設 備

野 村 企 画 設 備

拳 ノ 川 住 設

大方設備センター

平 野 住 設

野 村 企 画 設 備

拳 ノ 川 住 設

大 西 設 備

村 越 設 備

村 越 設 備

● 当番店の連絡先・所在地　　※当番日以外でも要請があった場合には対応します。

○お問い合わせ　本庁 まちづくり課 土木係（水道担当）　蕁43－2114   佐賀支所 建設課 水道係　蕁55－3700

電話番号
店　　名 住　　所

事務所
店　　名

自　宅

大方設備センター

クロシオライフラインサービス

前 田 電 工

村 越 設 備

中 村 住 設

野 村 企 画 設 備

平 野 住 設

43－1420

43－3075

43－1149

43－3225

34－3621

43－4665

44－1513

43－1546

43－2061

44－1117

入野769

入野1769

入野1574

入野292－19

出口372－2

田野浦1593

伊田2100

大 西 設 備

吉 本 水 道

拳 ノ 川 住 設

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

道倉水道工務店

電話番号

事務所 自　宅

44－1025

43－2024

55－7371

55－2133

55－2121

55－3141

43－2096

55－7114

55－2363

55－2076

住　　所

上川口750－3

下田の口822－174

拳ノ川1781

伊与喜43－5

佐賀1990

佐賀2988

浮鞭3558－8

平成30年5月1日検針分より水道料金を改定します



澡 広報くろしお  №144　2018（平成30）年3月号

くろしおっ子くろしおっ子のの 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学

木綿豆腐� 1/2丁（200g）

すり身（白身魚）� 60g

卵� 1/2個（30～50g）

にんじん� 60g

干ししいたけ� 1.6g

ねぎ� 12g

いりごま� 小さじ1

片栗粉� 小さじ1強（4g）

　砂糖� 小さじ1

　みりん� 小さじ1

　しょうゆ� 小さじ1

揚げ油� 適量

材料（4人分）

〔作り方〕

①干ししいたけは水に戻しておく。ねぎは小口切りにする。

②にんじん、干ししいたけは粗めのみじん切りにし、小鍋

でAを入れ煮詰めておく。

③ボールで材料を混ぜ合わせ、小判型に丸める。

④170℃の油できつね色になるまで揚げる。

○お問い合わせ

　大方学校給食センター　蕁31－3201

　佐賀学校給食センター　蕁55－2166

手作りがんもどき

※総合計同点、カウントバック方式とする。

　カウントバックの優先順位は、合計・計・2小計・B2・A2・1小計・B1・A1とする。

成績 氏　名 A－1 B－1 A－2 B－2 小計 合計

優　勝 佐田幸一 25 30 24 26 50 105

準優勝 尾崎良二 28 28 25 24 49 105

3位 西地　裕 29 27 27 25 52 108

4位 筒井康夫 28 27 28 29 57 112

5位 三吉誠二 30 31 27 28 55 116

6位 篠田重義 29 30 28 27 55 114

7位 小野真人 30 29 27 29 56 115

8位 鍋島正三 27 29 28 31 56 115

9位 澳本　修 26 32 29 29 58 116

10位 茶畑すみ子 28 33

小計

55

56

56

55

61

59

59

56

58

61 29 28 57 118

HC 総計

3 108

6 111

4 112

112

－4 112

1 114

－4 115

4 115

－4 116

－2 116

ベストスコア：Ａコース　24点 ― 佐田幸一

　　　　　　　Ｂコース　24点 ― 尾崎良二

ホールインワン：Ａコース　佐田幸一×2、鍋島正三

ベストグロス：105点 ― 尾崎良二、佐田幸一

土佐西南パークゴルフ協会 1月 月例杯

　1月の給食に登場したメニューです。ひじきの煮物や筑

前煮など、煮物の残りを刻んで利用できてアレンジメニュ

ーとしても活躍します。豆腐が入ってふんわりとした食感で、

子どもたちも食べやすいようです。

黒潮町ケーブルテレビ

3月番組予定表

IWKTV加入についてのお問い合わせは

まで光ネットワークサービスセンター
営業時間  9：00～17：00（土・日・祝日・年末年始を除く）

0800－200－1373

ＩＷＫＴＶの放送時間・番組などに関するお問い合わせは　本庁 情報防災課 情報推進係 または ＩＷＫＴＶ制作室まで

【情報推進係】蕁43－2188 【IWKTV制作室】蕁43－0500

番　　組 放送時間 番組内容の更新は、毎週水曜日の17：00です。

※放送内容などは予告なく変更する場合があります。「電子番組表」で正確な内容が確認できます。

お 知 ら せ

黒潮町議会・高知県議会を生中継！黒潮町議会・高知県議会を生中継！

◆黒潮町議会中継
　平成30年3月黒潮町議会定例会

議会日程　3月9日（金）～3月22日（木）※予定�                  

中継時間　9：00～議会終了まで�                  

再　放　送　①中継翌日　19：00～議会終了まで

　　　　　②3月24日（土）～3月30日（金）

　　　　　　19：00～議会終了まで

◆高知県議会中継
平成30年高知県議会2月定例会

開期予定　2月22日（木）～3月20日（火）

　　　　　10：00～議会終了まで

※NEWSや役場のお知らせ、イベ

　ントの様子などをお届けします。

　

ＩＷＫTV番組
07：00　13：00　17：00　20：00

Kochi on TV! 10：00　15：00　19：00　22：00

幡多サイクル紀行 08：35　14：35　18：35　21：35

片さんのFish!おふ 06：00　11：00　23：00　

サイエンスチャンネル 06：45　11：45　23：45

ＪＣＣ三人娘が行く! 08：45　14：45　18：45　21：45

ショップチャンネル
09：00　12：00　16：00

24：00～06：00

日時：1月12日（金）　開始：午前9時

場所：土佐西南黒潮パークゴルフ場

A

※議会運営委員会の結果により、日程は変更となる場合

　があります。

※黒潮町議会の日程と重なった場合は、高知県議会中継

　は放送日程を変更して放送致します。（録画放送） 

※放送予定は変更となる場合があります。�  
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1. 概要

大方改良の工事（現国道56号の水路工事）にともない、下図の箇所で町道および都市下水路の

付け替えが行われます。 

○期間：平成30年4月～平成31年3月（予定）

　第一段階（平成30年4月～6月予定）※7月以降の付け替えの詳細については改めてお知らせします。

　通行の際にはご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

2. 位置図

3. 拡大図（詳細図）

○お問い合わせ

　国土交通省 中村河川国道事務所 工務第二課　蕁0880－34－7301（代表）

至 四万十市

芝地区

入野本村地区

開通済区間

未開通区間
（青色点線）

開通済区間

未開通区間
（青色点線）

至 高知市

56

入野小学校

旧庁舎

ドラッグストア・交番

新庁舎

大方改良工事（入野本村地区）に伴う町道付け替えのお知らせ

金融機関

スーパー

マーケット
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　こんにちは。地域おこし協力隊で移住を担当している網です。早いもので着任して

丸2年がたとうとしています。生活では飲み会の時に、先に食べていてもマナー違反

ではない幡多ならではの文化があったり、大概のイベントには餅投げがあって、その投

げる餅作りを手伝ったり、黒潮町の様々な文化や行事にふれ驚きや発見を楽しんでい

ます。

　移住の業務としては、移住者の対応の他に、空き家の掘り起こし業務があります。空き家を探して

町内を歩いていると「何の調査しよるが？」と気さくに話しかけてくれ

たり「大変ね～ご苦労様！」とねぎらいの言葉を頂く事もあり、温暖な気

候や自然の美しさもそうですが、人の温かさ・気さくさが多くの移住者

や黒潮町ファンを呼んでいるんだなと改めて感じました。

　今年度も167人（平成30年1月末時点）の移住者が黒潮町に移住

しています。また、2月上旬には高知県移住促進・人材確保センターが

発行している「高知家で暮らす。新聞」で黒

潮町が取り上げられました。新聞は全国の

高知県ファンの元に届けられており、多くの

方に黒潮町を知ってもらえたと思います。

残り一年の任期ですが、自分自身の移住体

験をいかしながら地域と移住者を良い縁で

つないでいけたらと思います。

【今月の担当者】

地域おこし協力隊

網真由子

餅投げ用の餅作りに参加
（であいの里蜷川） 発行された「高知家で暮らす。新聞」

在宅子育て応援制度について

　町内で3歳未満の子どもを保育施設などを利用せず子育てに取り組んでいる方などを対象に、「黒

潮町在宅子育て応援補助金」を交付しています。

　交付を希望される方は、所定の申請書に必要事項を記入のうえ、

窓口まで提出をお願いします。

■補助金の額

　第1子および第2子の子ども：月額20,000円

　第3子以降の子ども　　　　：月額30,000円

■補助金の交付時期

　8月、12月および4月にそれぞれ前月分までの金額を合計して、指定の金融口座に振り込みます。

・出生の翌月から3歳の誕生月を最終として、最大36カ月分が交付対象期間となります。

・対象となる子どもが町内に居住しなくなった場合や、保育施設などの利用が始まった場合、補

助金の交付は終了となります。

　

※平成29年度中に交付の決定を受けている方で、引き続き平成30年度も本制度を利用する場

合、再度の申請が必要です。手続忘れの無いようご注意ください。なお、現在利用中の方に

ついては、本年3月に必要書類を送付予定です。

　　○お申し込み・お問い合わせ　本庁 住民課 住基戸籍係　　　　　　  蕁43－2800

　　　　　　　　　　　　　　　　佐賀支所 地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3701

ご注意ください
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3月

日 月 火 水 木 金 土

31 12 2 3

4

1

5 6 7 8 9 10

1

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 22 23 24

25 26 27

21

4月

日 月 火 水 木 金 土

2 3 4 5 6 7

開
館
時
間

【
月
・
火
・
水
・
金
】
　

　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

【
土
・
日
】

　
午
前
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時
〜
午
後
５
時
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は
午
後
１
時
〜

　
２
時
ま
で
閉
館
。

★
木
曜
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休
館
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・
期
間

【
本
】

　
１
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５
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・
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週
間

★
本
の
新
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は
１
週
間
で
す
。

【
雑
誌
】

　
１
人
３
冊
・
２
週
間

【
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
】

　
１
人
２
点
・
１
週
間

返
却
す
る
と
き

・
佐
賀
・
大
方
ど
ち
ら
の
図
書
館

で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は
各
図

書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
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デ
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Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
開

館
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し
て

く
だ
さ
い
。

★
返
却
期
限
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

返
却
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
を

行
い
、
そ
の
後
貸
出
停
止
の
処
理

を
行
い
ま
す
。

★
借
り
た
本
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
紛

失
や
破
損
し
た
場
合
は
、
弁
償

し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁

４
３
―
２
１
１
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佐
賀
図
書
館蕁

５
５
―
３
１
５
０

（
■
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

大
方
・
佐
賀
図
書
館

新しくはいった本紹介

●ソバニイルヨ　　　　　　　　　　　　　　喜多川　泰／著

●百年泥　　　　　　　　　　　　　　　　　石井　遊佳／著

●言い訳してる場合か？　　　　　　　　　坂東　眞理子／著

●憲法を百年いかす　　　　　　　　　　　　半藤　一利／著

●ふたりは同時に親になる　　　　　　　　狩野　さやか／著

●日本の童謡・唱歌をいつくしむ　　　　　高橋　こうじ／著

●ちょこっと楽しむ保存食　　　　　　　　　伊藤　玲子／著

●愛犬のための症状・目的別高齢犬ケア百科　須崎　恭彦／著

●ねぇ、しってる？　　　　　　　　　かさい　しんぺい／作

●ぎゅっ　　　　　　　　　　　　　　　ミフサマ／さく・え

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

http://akatsuki.town.kuroshio.lg.jp/akatsuki

第
２6
回
企
画
展

期
間
　
3
月
２５
日
（
日
）
ま
で

会
場
　
上
林
暁
文
学
館
（
大
方
あ
か
つ
き
館
２
階
）

『
文
芸
誌
『
大
形
』
と
と
も
に
』

〜
創
刊
か
ら
５２
年
、３
０
０
号
の
歩
み
を
た
ど
る
〜

28 29 30 31

＊
旧
大
方
町
公
民
館
の
「
文
学
学
級
」
か
ら
生
ま
れ
た

文
芸
総
合
誌
『
大
形
』
、そ
の
創
刊
か
ら
５２
年
、３
０

０
号
の
歩
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ど
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ま
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。

　
『
大
形
』
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
、
資
料
、
写
真
な
ど
多
数

展
示
し
て
い
ま
す
。

『あかつき賞』　3月3日（土）14：30～15：30

『感想画作品展』3月4日（日）14：30～16：00

会場／大方あかつき館・レクチャーホール

表彰式

展示期間／3月11日（日）まで

展示作品／クジラ大賞、イルカ賞

　　　　　館長特別賞など入賞作品

　　　　　全出品者の作品（各1点）

会　　場／大方あかつき館1Fギャラリー

第18回 にがおえ・イメージ・感想画
コンクール作品展

※3月30日（金）は館内整理日です。
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（
大
方
中
央
保
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所
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）
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５
１
２
（
直
通
）

3
月
の
予
定


